
オーガニックプロデューサーの取組について
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2023年3月22日
一般社団法人 次代の農と食をつくる会

令和４年度 オーガニックビジネス拡大支援事業
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資料：農林⽔産省作成

全国の有機農業産地に
「オーガニックプロデューサー」
を派遣して、
課題解決を支援しています。

有機農業の拡大に向けて農水省の事業を活用している地区

みどりの食料システム戦略
推進交付金事業を活用（5４市町村）

兵庫県 豊岡市

丹波市

丹波篠山市

養父市

淡路市

奈良県 宇陀市

島根県 浜田市

大田市

邑南町

吉賀町

広島県 神石高原町

その他協議会等で活動が行われて
いる地域（50地域）
（R元～R４）

埼玉県 小川町

千葉県 木更津市

佐倉市

神奈川県 相模原市

新潟県 佐渡市

富山県 南砺市

山梨県 北杜市

長野県 松川町

辰野町

岐阜県 白川町

静岡県 掛川市

愛知県 東郷町

南知多町

三重県 尾鷲市

滋賀県 甲賀市

京都府 亀岡市

山口県 長門市

徳島県 小松島市

福岡県 うきは市

長崎県 南島原市

熊本県 山都町

南阿蘇村
大分県 臼杵市

佐伯市

宮崎県 綾町

木城町

高鍋町

北海道 安平町

青森県 黒石市

五戸町

秋田県 大潟村

山形県 新庄市

米沢市

川西町

鶴岡市

福島県 二本松市

栃木県 小山市

市貝町

塩谷町

鹿児島県 南さつま市

南種子町

湧水町

徳之島町

オーガニックビジネス拡大支援事業の概要
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東北 ・学校給⾷における有機⽔稲及び有機農産物の活⽤に向けた課題
・有機農産物の流通・加⼯・販売に向けた指導、助⾔

東北 栽培管理・栽培技術・加⼯から流通までの流れ

東北 ・地域内での有機農産物の付加価値向上
・マーケットの拡⼤について等

関東
・有機農産物の栽培技術について
・有機農産物等の販売戦略について
・有機農業と有機農産物について、消費者の理解を深める取り組み 等

関東 地産地消有機農産物の地域内物流の効率化について

関東 ・販売、⽣産
・⾥⼭の⽣き物評価等

中部 ・販路、加⼯、運送について
・果樹での有機栽培におけるアドバイス

中部 ・有機農業に関⼼の⾼い働き⼿の確保の⽅法
・⽣産性を上げるための働き⼿のモチベーションの⾼め⽅

北陸 ・直売所に減農薬、無農薬の野菜が出荷されているが、整理されていない。
・マーケティング、標記等販売⾯の助⾔。

中部 ・有機農産物の作付け計画からの⽣産調整⼿法
・研修⽣を含めたチーム作り他

中部 流通の効率化の⼿法

関⻄ 栽培⽅法及び出荷先について

関⻄ ニーズ調査の結果を踏まえた、オーガニック茶の販売戦略の⽴て⽅

関⻄ 有機農産物の消費拡⼤に向けて⾏政が⾏えることとはなにか

関⻄ ニーズの⾼い栽培作物のマーケティング⼿法

関⻄ ・共同出荷グループの集出荷及び物流の⼀元化
・有機野菜の給⾷への導⼊について

関⻄ 有機栽培の技術について のらくら農場の萩原さんを希望します

中国 市場調査、流通、PR等マーケティング全般

四国 販路拡⼤、給⾷への無農薬⽶提供に関する調整事項の解決⽅法 等

四国
・学校給⾷の有機農産物導⼊のアプローチにアドバイスができる⽅
・各農家の有機農産物の集積、販売するツールやサポートについて
・農家の経営改善

九州 学校給⾷への有機農産物導⼊について

九州
・有機農業者を増やす仕掛けづくり(安定した所得の確保の課題解決)
・地元農産物販売所や学校給⾷、商⼯会等地域内での流通及び加⼯分野
・住⺠を巻き込んだ有機農業応援イベントについて

九州 ・国産有機アーモンドを活⽤した加⼯品等の⽣産や販売経路の確保
・その他有機農産物を活⽤した製品の製造や販路確保について

産地から寄せられた「プロデューサーからの助言等を得たい内容」（一部）
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プロデューサーによる全国サポート実績



オーガニックプロデューサー⽀援事例 千葉康伸／⽩⼟卓志／間宮俊賢
⼭梨県北杜市オーガニックビレッジ「意⾒交換会の企画運営をサポー
トすることにより新たな有機農業者団体の設⽴を実現」
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北杜市担当者・生産者と繰り返し打合せをおこない、市内農業者の合意形成に向けた
意見交換会の実施に伴走。また農水省担当者の講演も企画し、みどり戦略策定の社会
的背景と内容・展望についてあらためて共有をおこなった。
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意見交換会の同日午前中には農水省担当課・関東農政局等による視察も実施され、中
心的な生産者の圃場視察とヒアリング、また有機農業産地づくり推進事業を通じて活
用が予定されている堆肥センターの視察をおこなった。

オーガニックプロデューサー⽀援事例 千葉康伸／⽩⼟卓志／間宮俊賢
⼭梨県北杜市オーガニックビレッジ「意⾒交換会の企画運営をサポー
トすることにより新たな有機農業者団体の設⽴を実現」



オーガニックプロデューサー⽀援事例 千葉康伸／佐々⽊⼀信
さぬきオーガニック「⽣産技術や商談スキルを指導すること等により、
2022年有機農業の⽇に合わせて給⾷に有機⾷材の納⼊を実現」
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出典：
https://www3.nhk.or.jp/lnews/takamatsu/20221207/8030014649.html

https://www3.nhk.or.jp/lnews/takamatsu/20221207/8030014649.html
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高知オーガニックの取り組みをモデル
に有機農産物の地域消費を目指して活
動を展開。千葉康伸が協議会立ち上げ
時からサポートをおこない、生産技術
や商談スキルについても指導を実施し
た（オイシックス・ラ・大地株式会社
佐々木一信 氏／令和２年度） 。

令和４年度は経営レベル向上の実証や、
丸亀市の学校給食への食材納入に向け
たコーディネートをおこない、12月の
「有機農業の日」にちなんだイベント
として構成員の生産農家の野菜が使用
された。

オーガニックプロデューサー⽀援事例 千葉康伸／佐々⽊⼀信
さぬきオーガニック「⽣産技術や商談スキルを指導すること等により、
2022年有機農業の⽇に合わせて給⾷に有機⾷材の納⼊を実現」
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その他のオーガニックプロデューサー⽀援事例

神奈川県相模原市オーガニックビレッジ

担当プロデューサー：木嶋利男氏（農学博士・伝統農法文化研究所）

農薬化学肥料を減らすための講演会と連携した圃場視察、技術指導を
実施。慣行農業者からも大きな反響があり、地域における有機農業へ
の理解増進や、転換参入への関心を促した。次代の会としてこれらの
企画を提案、サポートをおこなう。次年度以降も継続的に転換参入を
促す技術実証等を検討していく方向性を基礎づけた。

千葉県いすみ市 自然と共生する里づくり連絡協議会

担当プロデューサー：川田肇氏（株式会社川田研究所）

公共調達や地元売り場の拡充を通じた、有機野菜の安定供給と産地化
を目指しており、生産基盤の確立のため多角的な技術指導を必要とし
ている。その一環として、生産者に向けた土壌分析の基礎と活用レク
チャーを提案し、実施した。
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その他のオーガニックプロデューサー⽀援事例

山形県川西町オーガニックビレッジ

担当プロデューサー：千葉康伸

地域内における理解増進、合意形成に向けた基調講演を提案し、実施。
周辺自治体の職員や生産者にも声がけをおこない知見を共有。また置
賜エリアとしての横断的な有機推進の取り組みを提言。その後、外部
講師（有限会社コートヤード 新田美砂子氏）と連携し、ビジョンづ
くりのワークショップを実施した。

鹿児島県南種子町オーガニックビレッジ

担当プロデューサー：舘野廣幸氏（NPO法人民間稲作研究所）、千
葉康伸

舘野氏による有機米栽培の基礎となるセミナーと、圃場視察、技術指
導を実施。また次代の会として事業のビジョンづくり、地域内合意形
成に向けたアドバイスをおこなう。次年度以降も継続的に有機米栽培
指導を通じて面積拡大を目指す方向性を基礎づける。



YouTubeチャンネルで「オーガニックプロデューサーセミナー」配信中
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お気軽にご相談ください

お問い合わせ先：

⼀般社団法⼈次代の農と⾷をつくる会

事務局： 〒107-0052 東京都港区⾚坂3-19-1 東京農村4F
電話：050-5375-8260（平⽇10-18時） 担当：間宮
info@jidainokai.com ／ http://jidainokai.com/

mailto:info@jidainokai.com
http://jidainokai.com/

